
　いもたき

　　大洲のいもたきは、春秋の2回の地元農民の寄り合い行事のうち

　秋のお籠りにつくられたハレの食事でした。各自夏に収穫した里芋を

　持ち寄り、こんにゃく、椎茸、油揚げ、鶏肉を鍋で煮込み、秋の名月

　をめでながら食べられていました。昭和41年からは観光事業として

　のいもたきが行われ、夏の鵜飼いと並ぶ大洲を代表する観光事業と

　なっています。
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